
Title 慶應義塾大学 経済思潮講演集
Sub Title
Author 加田, 哲二

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.11 (1922. 11) ,p.1631(131)- 1634(134) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19221101-

0131

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第

十

六

怨
2

六
三0〕

,新
刊
紹
介.

.

常
な
る

不
景
氣
に
P0
令
の
事
實
を
^

摘
せ
ら
れ
で
居

る
’。
:而
し
て
戰
爭S

生
■め
る
楚
等
幾
#

10
痛
手
で
こ

そ

_

て
現
時
^

於
.
1

平
和
論

5

旺
碰
な
る
所
以
で
あ
る
^

な
^

る
、
ビ
共
に
、：實
際
平
和
運
動
の
不
十
分
本
徹
底

な
る
を
慨
せ
ら
れ
>
.其
見
地
ょ
h

諸
國
が
未
#

盡
さ
-
X

ー
名
爾
を
指
摘
し
て
ァ
第
|
、「

海
箄
が
華
聖
頓
會
議
の
決

f

據
つ
.て
縮
少
-

れ
^

續
，い
T

海
：軍
休
日
の
行
は
れ

る
以
上
は
.陸
軍
も
亦
：た
當
然
縮
少
さ
れ
な
け
れ
ば
：な
ら

ぬ
譯
で
あ
る」

。「

然
る
に
今
日
列
國
の
內
に
年
和
主
義
，

に
就
く̂

稱
し
な
が
，ら
遙
に
融
國
の
必
要
に
超
越
ず
る

程
.旗
の
陸
軍
を
擁
し
て
平
然
た
ム
も
0

あ
.

る
は」

如
何
。

.
第1

1
、「

旣
に
列
國
が
世
界
平
和
を
理
想
f

し
、
之
を

實

現

す

る

，

」

>?
:

•に

終

始

ず

る

以

上

は

 

> 
經
濟
政
策
上
ね

も
大
な
る
變
化
を
生
：中
可
き
道
理
，で
あ
：る」

。即

ち

「

列

國
は
亙
に
&

他
の
腹
中
に
飛
入
つ
て
、
出
來
得
る
限
^

相
倚
り
、
.相
助
け
t

邦

間

..に

國

際

經

濟

共

通

の
實
を
擧

け

可
き
道
理
で
あ
な
^
然
か
も
列
國
の
爲
す
趴
は
殆
ん

ど
反
對
の
方
向
は
向
つ

V

居
る
の
狀
あ
る
は
如
何
。

ン

.

第
三
、「

從
來
世
界
を
姐
じ
て
强
國
の
間
に
經
濟
的
帝 

國
主

.

義
の

.

行
は

.

れ
で
己

i

.

な
か
つ

.

，
た

の

は

.：
資

本

主

義

の
‘

. 

第
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號 

一H
O

跋
扈
之
を
然ら
t

め
た
の
.で
あ
る」

「

然
6

ば
世
界
平
和 

を

永

遠

に

霧

し

ょ-
!

か
、
又
は
其
確
立.を
謀
ら
5
 

ミ
か
す
る
場
合
に
は
；、
吾
人
は
其
极
本
的
政
策
ど
し
て
、 

資
本
主
義
を
基
：礎

€
す
る
從
來
の
經
濟
組
織
に
或
る
制 

限
を
加

へ
る
こVJ

を
以
て
急
務
で
あ
る
す
考

へ
ざ
る
を 

得
な
い」

。然
る
^

此
方
面
に
於
け
る
努
力
に
見
る
可
き 

も
の
な
き
は
此
は.是
.れ
畫
龍
點
晴
の
功
を
缺
く
も
の
で 

あ
ら第S

、
「

列
國
が
世
界
.
平
和
の
維
持
さ
れ
る
こe

を
希

望
し
.
又
各
國
協
力
.し
て
其
維
持に
*

し
よ
ぅ
^
す
る
以

上
は
、一

方
に
世
界
.

の

翁

國

を

擧

げ

て

一

の

經

濟

.取

位

€

す
る
位
.に
、
經
濟
共
通
，
.
の
'
道
を
開
く
他
の一

方
に
は
、

國
に
依
り
、
人
種
に
依
''&
經
濟
上
の
關
係
に
於
て一切

の
差
別
的
待
遇
な
か
ら
し
むる
こ
ば
を
必
要
ビ
す
る」

然
か
も
白
哲
人
輝
の
黄
色
人
種
に
對
す
る
、
英
國
の
印

度
に
對
す
る
否
觅
に
.

は
聯
.

合
國
の
獨
逸
に
對
し
、
露
西

S S

に
對
す
る
其
諸
々
の
.廳
度
の
如
き
は
決
し
て
如
上
の

趣
想
I t

合
す
る
も
#

で
.

は
：
な

い

'
。

畢

竟

一

國

皮

云

ふ

狹

き
殼
を
•脫
.し
て
廣
く- A

類
を
.
愛
す
S

云
ふ
精
神
!:

缺
け 

て
，居
る
：‘が
爲
め
.で
あ
る
ミ
せ
ら
れ
、、
斯
く
て
最
後
に
：左

の
如
く
結
論
さ
れ
て
居
る
o 

「

人
K

的
愛
情
を
以
っ
て：

現
在
の
經
齋
的
關
係
を
律
：
 

す
る
こ
ど
は
、
世
界
平
和
を
永
遠
，に
維
持
す
る
所
以
^
 

爲
る
：も
の
；で
あ
つ
て
、」

飾
*

に
於
て
缺
^
る
所
が
あ
つ 

た
な
ら
ば
世
界
平
和
を
縦
持
す
る
こv

の
如
き
遂
に
一 

片
の
本
想
に
歸
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
內
に
資
本
主
義
が 

跋
扈
し
て
資
本
の
力
を
以
つ
て
勞
働
を
虐
げ
る
、
，：外
に 

經
濟
的
帝
國
主S

が

行

は

れ

ー

國

，
の
.
資

本

的

勢

ヵ

は

他
 

國
•に
逍
.つ
て
其
國
の
國
民
を
何
處
ま
：で
も
未
開
國
民
扱 

に
し
て
、
乳
勢
働
を
«:
.取
す
る
«

云
|ふ
が
如
き
、
何

ビ

\

 

し
て
も
人
類
愛
の
精
陳
に
缺
け
た
所
業
で
あ
つ
セ
、
.
0

一
 

»

に
顧
み
る
所
が
な
か
：つ
：た
な
ら
ば
、
國
際
間
の
條
攸| 

:

や
協
足
で
維
持
3

れ
る
世
界
卒
和
0

如
き
畢
竟
表
面
を
.=
 

,飾
る
道
具
た
る
に
過
ぎ
ず
、」

何
時
其
內
部
！

i

大
な
る
龜 

裂
を
生
中
る
か
測
b

知
名
を
得
な
い
I
O::
:
吾
人
.は
斯
る
狀| 

態
を
以
つ
て
T

滿
足
す
る
も
の
で
は
な
い
。
如
何
に
し
一 

て
人
類
愛
を
.以
つ
て
經
濟
的
關
係
を
#

す
る
か
、
又
如 

何
に
し
れ
な
ら
ば
'

經
濟
上
の
方
面
か
ら
，、
人
類
愛
を 

鞔
揮
せ
し
め
得
る
^

率
る
で
あ
ら
ぅ
か
、：
此
ニ
»
は
今 

後
吾
人
の
深
く
思
を
鐵
す
可
き
所
で
あ
る
。J

第
f

:ハ

紙

(

一
六
三
一〕

新
刊
紹
介

糾 

て 

士 
の
，'
.
^
^
脚
.
£
.
*
^
>
.

な
^
=
*
^
^
^
.

の
で
.
'あ
，る 

へ
か
博
士
は
果
し
て
此
高
所
大
局
ょ
り
如
何
に
前
記
の
諸 

問
題
を
論
究
せ
ら
る

>

の
で
あ
る
が
？
此
問
に
答
ふ
る 

に
は
擧
な
る
紹
介
以
上
に
步
み
入
ら
ざ
る
を
#
な
い
か 

ら
し
て
今
は
吾
人
に
於
て
之
を
敢
て
せ
ず
ど
し
て
、
爾 

者
自
ら
が
博
士
の
此
著
に
就
て
親
し
く
討

究
せ
ら
る
、 

こ
と
を
深
く
希
a

す
る
ゃ
評
者
は
唯
其
自
己
に
益
す
る 

所
甚
だ
大
な
る
も
の
あ
り
た
る
を
玆
に
附
言
し
镫
く
化 

止
め
ん
ビ
す
。

3
ー
 

邊

金

藏

)

慶
應
義
塾X
學

經

濟

思

潮

講

演

集

菊
版
四
四
〇
頁 

岽

似

钺

四
 

'

岩
波
#

^
發
.
行

.

慶
應
義
塾
大
學
經
濟
思
潮
講
演
集
は
大
I E

十
年
八
月 

一
日
ょ
な
八
日
間
に
亘
む
慶
應
義
塾
大
學
講
堂
に
お
い
. 

て
開
催
せ
る
經
濟
思
潮
_

双
#
の
節
記
錄
を
收
め
た
も 

の
で
、
收
む
る
所
’

'

氣

賀

勘

重

敎

授

總

^
&
自
凼
主
義 

小
皋
信
三
敎
授
科
學
的
社
會
主
義$

1

號

i



第

十

六

t

 

C

一
：
六

三

ニ

)

.
新
列
紹
介

:

阿
部
.秀
助
敎
：授V:

:

講
壇
社
#

生
義
：
.
.
.

'

堀
江
歸
，1

敎
授
：：':
國
家
資
本
主
義
:'
ゝ

:

增
井
.幸

雄

敎

授

ソ

リ
ダ
リ
ズ
ム
；

.
:':
三
邊
金
藏
敎
te
,

:
:̂
ル
ド
社
會
主
義：

：：

:

.

高
橘
誠一

郞
敎
授
::
:
®f
c
命
^:
義

的

理

想

さ

そ

め

實

'
現

: :
\ 

:

の
七
講
演
筆
記
ど
鎌
田
塾
長
の
挨
拶「

勞
資
協
調
の
標
，
 

準
如
何」

と
で
ぁ
る
げ
近
：年
經
朦
M

想
や
ft
會
思
想
に

：
\

 

關
ず
る
論
®
が
諸
新
聞
雛
誌
を
脤
は
し
て
ゐ
る
は
も
拘j 

ら

す

、

：：

吾

々
は.系
統
的
に
こ
.れ
ら
の
諸
思
潮
を
解
說
批：j

 

判
し
た
&

書
ぁ
る
を
聞
か
な
n

勿
論
こ
の
種
の
書
類

\ 

は
外
國
語
を
以
て
記
夺
れ
杞
も
の
に
求
め
て
も
甚
だ
僅
一 

少
な
;0
は
疑
ひ
の
な
い
事
*

で
ぁ
る
o

ゾ
ム
バ
ル
ト
の|
 

「

社
兪
生
義
並
に
社
會
運
動」

ヵ
ァ
ル
'。デ
ィ
ル
0「

社
會)
；

j 

主
義
、
共
產
主
義
si
t
.
.
に

0

政
)^
、
エ

義

」

の

如

き

は

、
®

少

j 

な
る
與
養
响
に
數
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
ノ
^

ぃ
邦
語
一
 

を
以
て
記
さ
れ
た
も
の
の
絕
無
，も
し
く
は
、
ii
書
の
，な 

い
t

v
ば
罟
々
の
甚
だ
遺
慽
ど
ず
る
：>」

こ
/>
で
あ
る
。

然
る
.に
本
講
演
集
の
出
版
は
吾
々
の
遺
憾
の
大
部
分
を 

老
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
七‘講
演
激
は
そ
9

受
持

第
十1

號

一三.ニ

の
演
題
に
.對
し
て
は
、
常
に
興
味
を
感
じ
、
硏
究
に
货 

事
さ
れ
て
ゐ
る
人
々
で
.あ
る
.。
高
橋
敎
授
も
去
ふ
や
ぅ 

に

「

或
る
方
は
其
思
潮
に
大
に
興
味
を
以
て
硏
究
せ
ら 

.
れ
て
;̂
る
ビ
^

ふ
;/
か
ら
、
そ
れ
を
お
選
び
に
な
シ
ま 

し
た
。
そ
れ
か
ら
又
、
他
の
方
は
其
思
潮
に
共
鳴
す
る 

所
が
甚
だ
大
で
あ
る
^
•云
ふ
所
か
ら
そ
れ
を
お
S

び
に
. 

な
り
ま
し
た
。
页
ら
に
又
其
れ
が
m

己
の
¥
ず
る
所
の 

主
義
で
あ

i

云
ふ
所
か
ら
お
選
び
な
つ
れ
方
も
あ
リ 

ま
せ
>フ」

。か
く
の
如
く
各
講
演
者
は
各
々
そ
の
得
a

ご 

す
る
題
目
に
就
い
て

講

演

し
た
の
で
あ
る
‘-
吾
々
は
ゾ) 

れ
以
上
确
力
な
內
容
の
正
*v

j

云
ふ
こw

の
證
腺
を
m
 

供
し
得
な
い
"

試
み
は
各
_

演
に
就
い
て
.一
二
言
を
述 

ベ
れ
ば
次
の
如
く
で
办
る
P

:

氣
賀
敎
授
の
總
論
及
向
由
主
義
は
、
經
濟
政
策
の
最 

.姐
の
.表
現
ど
も
云
ふ
べ

P

マ
.ァ
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
思
想 

か
ら
、
こ
れ
に
反
す
る
m

由
主
義
思
想
の
勃
典
の
事
情
、
- 

そ
の
本
質
を
述
ベ
、
更
ら
に
人
格
の
由
完
成
を
主
張 

す
る
自
由
主
義
の
適
用
が
種
々
な
る
|[
:
會
的
審
惡
を
生 

ん

だ

徑

路

並

..に

こ

れ

に

對

し

て

起

つ

た

反

自

由

主

義

の

：： 

思
齔
を
解
說
し
て
、
.績
々
一
諸
_

敏

の

基

礎

を

作

つ

で

ゐ

る
。
次
に
..小
泉
敎
授
は
科
學
的
社
會
主
義
を
解
說
、
批 

評
す
る
。
敎
授
は
先
づ「 K

V

キ〗

ジ
っ
ズ
ム(

と
は
何
か
を
極 

:

め
て
明
確
に
解
說
し
、
こ
れ
に
對
す
る
批
評
S

し
て
唯 

物
史
觀
0
認
_

論
的
批
&

ヒ
1>
で
ー
頭
地
を
拔
い
て
ゐ 

る
ル
：
ド
：
ル

ツ

•
シ
-
タ

ム

一

ラ

ア

の

見

解

を

龆

介

し

:"
:
次
に
：| 

經
濟
學
.說
殊
に
價
値
論
の

M

:f
p
^

ビ
Iし
て
の
、ボ
エ
ー

一
 

A 

• 

V

ゲ

土
ル
ク
を

擧

げ

る

；。

を

の
^

^
«
勞
働
«

値

說
' 

の
批
評
、
勞
働
價
値
說
^

取

均

利

澗

，の

問

題

即

ち

資

本

：
| 

…

論
第1

卷
：ビ
第
三
卷
ミ
に
お
け
る
價
値
說
の
矛
盾
に
關 

す

る

說

を

紹

介

し

.
、

a

ら
に
資
本
集
穑
に
關
す
る
、'へ
-

一

ン
シ
ユ
，タ
イ
ン
の
批
評
を
齠
介
し
て
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
並|

に
を
め
批
評
の
講
演
を
終
る
ド
笫
三
席
阿
部
敎
授
の
講
: 

壇
a：
:會
主
義
は
、
獨
逸
：に
お
け
る
自
由
主
義
の
經
濟
學j 

に
*:
す
る
反
動
ど
し
て
:̂
七
十
年
代
に
：お
い
て
同
國
の
，
一
 

,若
き
敎
授
等
が
相
會
し
で
®
會
政
策
學
會
を
組
織
し
た
.
一
 

へ
る
に
.始

ま

る
*

末

を

述

べ

、

，
講

壇

ft
會
主
義
が
ヮ
ダ
ナ

r
 

ア
の
ーK

ふ
が
*
く
消
極
:«
|

一
 

致
の1

み
存
す
を
に
枸
ら

. 

ず
、
同
：國
に
お
け
る
經
濟
學
の
|1
史

的

硏

究

を

.共

に

繁
 

:，

赴
き
、
千
九
百
十
年
前
後
に
，：お
け
る
同
主
義
に
對
' 

す
る
實
際
的
並
に
理
論
攻
撃
の
論
據
ビ
'そ
0

近
時
に
あ

第
十
’六

卷

(一

六
三
三)

：
，
新
列
紹
介

け
る
凋
落W

を
明
か
に
し
、
最
近
の
革
命
以
後
に
お
:̂

.る
同
國
產
業
の
社
會
化
問
題
に
ょ
つ
て
そ
の
精
神
は
生 

き
て
ゐ
る
：も
の
ミ
結
論
し
た
ぃ
堀
江
傅
士
の
國
家
資
本
. 

主
義
は
傅
士
が
社
會
問
題
解
決
の
方
法

S

し
て
信
す
る 

所
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
前
篇
に
あ
い
て
現
時 

の
II
會
に
お
い
て

1

部
特
猶
階
級
が
針
會
の
利
益
の
大 

部
分
を
«

斷
す
る
こW

を
明
示
し
、
こ
れ
を
救
ふ
の
道 

は
自S

生
義
に
あ
ら
ず
し
て
、
國
家
資
本
主
義
R

あ
る 

を
斷
定
し
れ
。
3

う
し
て
國
家
資
本
主
義
^
は 

I

「

國
の
資
本
或
は
資
本
的
，經
營
、.を
れ
を
國
家
の
所
有
G
 

し
ま
し
て
、
S

う
云
ふ
も
の
か
ら
、
私
人
が
色
々
獨
占 

.的
の
：利
益
を
貪
る
弊
害
を
な
か
ら
し
め
、
國
有
に
な
つ
' 

た
資
本
な
ト
、
資
本
的
經
營
に
對
し
て
眞
實
生
產
盏
な 

る
勞
働
者
圓
體
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
其
の
經
營
を
し 

て
往
く」

こ
:̂

で
あ
る
o

政
治
上
の
、デ
モ
ク
ラ

‘シ
1

を 

經

濟

上

、![
:
會

上

に

櫥

充

し

て

往

か

ふ

S

云
ふ
の
博
士 

の
眞
意
で
あ
り
、
S

う
し
て
國
：家
資
本
主
義
の
採
用
を 

以
て
す
る
の
が「

一

番
正
し
い
方
法」

^
考
へ
る
の
で
あ 

る
。
增
井
敎
授
の
社
會
連
帶
主
義
は
佛
國
に
あ
け
る
一 

.

.の

社

脅

思

想

：で

「

自

凼

主

義

に

あ

け

る

科

^
⑽

硏

胄

に.

笫
十1

號 

一§
 

.



第
十
六
卷'

(

1

六
3

四)

新
列
紹
介

も
悖
ら
中
、
又
社
會
主
義
に
お
け
る
偷
理
的
、
道
徳
的 

の
要
求
を̂

退
け
ず
.
、'.
.
.能
く
.
.雨
考
の
長
を
併
せ
/2
る
一 

.

體
.の
.綜
合
的
學
說」

で
ぁ
る
。
敎
授.
は
，J

 

0
ソ
9
ダ
ソ 

:
.ズ「

ム
の
主
張
を
主
ど
し
て
レ
才
ン•ブ
！
ル
ジ
ユ
ア
、ジ 

:
:
:
:::
:
::
:

1 

同
主
義
の
理
論
的 

拫
據
、廳
用
忒
主
義R

對
す
る
批
評
、
ヌ
ラ
シ
ス
^
お 

ン：

け
る
流
行
狀
旗
並
に
そ
の
原
因
を
解
說
し
て
ゐ
る
。

(

次 

;

に
：
三

邊

敎

授

の

ギ

T
ド
； #

會
主
_

で
ぁ
る
が
、
敎
授
は 

•
キ
ル
ド
社
會
主
義
め
諸
，分
派
即
ち
ア
ー
ナ
ア
f

ペ
ン
，ス 

イ
並
に
そ
の
扼
流
た
る
テ
イ
 

'ラ
ア
の
復
古
的V

ル
デ
ィ 

::

ズ
：A
を
光
づ
紹
介
し
、,

ら
：に

そ

が

決

し

；て

社

會

主

褊 

せ
^

へ
ざ
る
こ
e

を
論
斷
し
、
講
微
办
太
部
分
を
コ
ー 

I
.

ル
の
ギ
ル
ド
社
會
虫
義
に
費
し
.、
彼
は
寧
ろ
集
產
主
義 

的
な
り

^

!

斷
じ
て
ゐ
る
。
さ
ぅ
し
て
ホ
ブ
ン
ン
、
レ
ッ
キ
.ッ 

ト
等
の
說
を
解
說
批
評
し
て
ゐ
る
。
菩
は々
こ
れ
に
ょ 

:

:

つ
て
：ギ
ル
ド
舭
會
主
義

.

の
.

1

派
を
：：ー
望
の
內
に
收
め 

，
得
る
^
で
め
る
彳
最
後
の
高
橋
敎
授
の
社
會
主
義
的
理
'
::
 

' !

想
ビ
，

V

の

實

現

は

ギ

タ

シ

ヤ

の

昔

か

ら

、
科
學 

的
社
會
主

_

の
現
在
に

'

至
る
ま
で
の
諸
姐
想
冢
、
諧
思 

»

の
社
會
圭
義
的
理
想
は
^
^
，

度
幺
明
炉
に
し

第
十 
一
^

一

 

三
西

た

々

ニ

千

數

西

年

の

社

會

M
想

に

對

す

る

敎

授

の

見

解 

を

一

々

こ

、

に

紹

介

す

る

の

は

辛

難

の

Z

ビ
で
あ
る
か 

ら
、
.乙
れ
を
省
略
す
る
が
、
讀
者
が
も
し
、
同
敎
授
の 

ヤ
昨
年
の
_

演「

經
濟
思
想
上
ょ
6
見
た
る
，財
產
制
度」

一
と
併
せ
讀
ま
れ
れ
ば
、
社
會
思
想
の
大
要
を
學
ぴ
得
る 

で
あ
ら
ぅ
。

:'
::

乙
れ
ら
の
講
演
は
講
演
者
の
得
意
€
す
る
所
を
解
說 

し
、
且
つ
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
今
そ

の
諸
思
湖
は
經 

濟
思
_

上
の
重
要
の
も
の
許
6

で
ぁ
る
。
初
學
者
は
こ 

れ
に
ょ
つ
て
、
硏
究
の
指
針
を
得
、
旣
に
硏
究
に
從
事 

—

せ
る
こ
€
あ
る
者
は
，記
憶
：を
漱
ら
し
く
す
る
こ
皮
が
：

q

 

|

來
る
で
あ
ら
ぅ
。
も
し
そ
れ
、
こ
の
_

演
に
空
想
的
.社 

會
主
義
、
土
地
社
會
主
義
、
無
政
府
主
義
、
基
督
敎
祉
.

會
主
義
、
サ
ン
デ
力
y

ズ
ム
、
ボ
ル
シ
rt
ヴ
ィ
ズ
ム
に：

，

:
關

'す

る

も

の

を

加

へ

ん

か

、

完

壁

な

社

會

思

想

史

を

憐 

|
成
す
る
こ
ど
が
出
來
た
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
、
吾
々
の
そ 

.
の

完

成

せ

ら

る

、
の

日

を

待

つ

こ

^

の
切
な
る
は
、
隴 

を
得
て
蜀
を
望
む
の
情
に
過
ぎ
な
い
。

:

嗝

田

.
哲

ニ)

緻
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る
二
切
の
用
件
は
發
行
所
宛 

馨
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
賣
元
宛 

“
#

原
稿
締
切
期
日
は
發
行
の
前
月
十
日
限
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芝
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了
目
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地
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囊
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學
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京
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五
丁
目
四
十
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京
市
芝K

三
田
貳
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目
壹
番
地

發

賣

元
國
文
堂
書

店

镏
括
高
輸

1
m

七
# 

振
替
槊
京
四
穴

^
四九锻

き
尙
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は
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雜
誌
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に
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圓
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錢
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ケ
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办
金
五
圓
四
拾
錢

1

S

I
I發

行

所

11
11
1

理

財

學

.鲁

一

一

前

號

議

目

次

I

十 |

年
十
月
號)

一.
'
.論

說

' 

.

.

チ
ャ
ァ
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ダ
グ
ュ
ナ
ン
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經
濟
策
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.
高
橋
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一
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價
問
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に
，
す
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三
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考
察 

堀

江
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近
世
資
本
主
義
起
源
考
續
論(

三)

.

.
阿部秀助

'

雜
：
錄

工
ン
ゲ
ル
ス
の
ロ
ォ
ド
べ
ダ
ト
ス
批
評

(

C

小

泉

，
信

三 

ク

ヰ
A

ア

ム
4

リ

ス

の

共

產

主
_(

三

、
完)

加

田

©
ニ 

肖
然
的
課
秕
の
主
張
者(

一.)

.
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槳
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濟
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設
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い
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基
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經
濟
史
I

及
學
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上
卷
金
原
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之
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